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栄　養　士　憲　章
制定（昭和５７年６月１７日）

　私たち栄養士は、国民の健康と福祉向上の見地から、職業の重要性と社会的使命を強

く自覚し、ここに栄養士憲章を制定して栄養士の規範とし、その実践を期するものであ

る。

〔専門性の自覚〕

１．栄養士は、国民の健康改善・健康づくりの指導者として誇りと責任をもって社会に

　貢献する。

〔業務の原則〕

１．栄養士は、常に人の立場を尊重して誠実に業務を遂行する。

〔生涯学習〕

１．栄養士は、社会の信頼にこたえるために常に人格の形成と知識及び技術の向上に

　努める。

〔融和と連携〕

１．栄養士は、常に栄養改善事業・健康づくり事業の充実のため、社会との融和と連携

　に努める。

〔栄養士会〕

１．栄養士は、日本栄養士会に属し、栄養士会員としての自覚のもとに社会的責任を

　全うする。

管理栄養士・栄養士倫理綱領

制定　平成14年4月27日

改訂　平成26年6月23日

　本倫理綱領は、すべての人びとの「自己実現をめざし、健やかによりよく生きる」と

のニーズに応え、管理栄養士・栄養士が、「栄養の指導」を実践する専門職としての使

命と責務を自覚し、その職能の発揮に努めることを社会に対して明示するものである。

１．管理栄養士・栄養士は、保健、医療、福祉及び教育等の分野において、専門職とし

て、この職業の尊厳と責任を自覚し、科学的根拠に裏づけられかつ高度な技術をもっ

て行う「栄養の指導」を実践し、公衆衛生の向上に尽くす。

２．管理栄養士・栄養士は、人びとの人権・人格を尊重し、良心と愛情をもって接する

とともに、「栄養の指導」についてよく説明し、信頼を得るように努める。また、互

いに尊敬し、同僚及び他の関係者とともに協働してすべての人びとのニーズに応える。

３．管理栄養士・栄養士は、その免許によって「栄養の指導」を実践する権限を与えら

れた者であり、法規範の遵守及び法秩序の形成に努め、常に自らを律し、職能の発揮

に努める。また、生涯にわたり高い知識と技術の水準を維持・向上するよう積極的に

研鑽し、人格を高める。


